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 ４月８日（月）、2 月に完成した新体育館において、令和 6 年度入学式
が挙行されました。学級担任に呼名された 173 名が中学生としての良い
スタートを返事に込め、新入生を代表して浪館小出身の伊東結衣さんが誓
いの言葉を述べました。その言葉には「部活動」「学習」「仲間づくり」を
中心に充実した中学校生活を送る決意が述べられました。先輩からも歓迎
の言葉と校歌が披露され、これから多くの活動を一緒に進めていく新入生
の入学を祝福し、西中生全校生徒 514 名が夢の実現に励む新たなスター
トを切りました。 
 

 
 

うららかな春の日差しが輝く季節になりました。桜の開花が待たれる今日
の佳き日に、ＰＴＡ会長 小松史昌様、振興会会長 佐藤多喜 様、健全育成
会議会長 横山芳信様、並びに学区の町会長様をはじめ、多くのご来賓の皆さ
ま方のご臨席と保護者の皆様のご列席をいただき、令和六年度の入学式を挙
行できますことを皆様と共に心から御礼申し上げます。さて、173 名の新入
生の皆さん、入学おめでとうございます。ようこそ、西中学校へ。学級担任
の先生から、一人一人の名前が呼ばれ、背筋をまっすぐに伸ばした姿勢と、
しっかりとした声に「今日から、西中学校の生徒として頑張ろう」という意
気込みを感じました。中学校生活は長い人生の中で、最も伸び盛りの大切な
時期です。一日も早く中学校生活に慣れ、充実した毎日を送ってほしいと思
います。今までの殻にとらわれず、新しい自分を見つけ、自分を鍛え、また、
友達の素晴らしいところに学び、互いに切磋琢磨し、「西中学校に来て良かっ
た」と実感できるように頑張ってください。皆さんの入学にあたり、西中学
校の校訓を紹介します。ステージ向かって右側を見てください。校訓が掲げ
られています。 

「望みを抱いて喜び 艱難に耐えなさい」 
これは新約聖書の「ローマ人への手紙」の中にある言葉からのものです。

そして、１９６１年にアメリカの大統領に就任した、ジョン・Ｆ・ケネディ
が、大統領就任演説で使った言葉でもあります。ケネディ大統領は、アメリ
カが世界中の国の独立と世界中の国が自由であることを守り、支援していくことを誓いました。その誓いへの覚悟
を示す言葉として、「望みを抱いて喜ぶ」「艱難に耐える」という言葉を使っています。「艱難」とは、私たちが生き
ていくうえで経験する、非常に辛いこと、苦しいことです。辛いことや苦しいことはできれば避けたいところです。
それでは、私たちの人生において、艱難はない方が良いのか。そうではありません。「艱難汝を玉にす」と言う言葉
があります。「汝」とは「あなた」という意味です。「玉」は宝石です。艱難を経験したあなたは、それを乗り越える
ことで宝石のように磨かれた強く優れた人になれますと言う意味です。つまり、この校訓を自分自身として考える
ならば、これからの中学校生活の中で、どのような困難なことがあったとしても、自分がどうなりたいのか、希望
を見失うことなく努力し、励まし合い、成長しつづけることにより、強く、優しくなれるということになります。
私自身、ここ西中学校の卒業生で皆さんの先輩となりますが、この校訓を、人生の道標として歩んできました。新
入生の皆さん、今日の入学式を機に、この校訓が、あなたたちに訴えかけていることを心にとめてください。あな
たたちのこれからの３年間という時間を自分のものにして大切にして過ごしてください。もう一つ、皆さんにお話
しすることがあります。それは、『思いやりの心』をもってほしいということです。これまでたくさんの思いやりを
受けてここまで生きてきたと思います。しかし、思いやりは与えてもらうものではなく、与えるものです。 
思いやりは、人を助け、自分をも助けてくれます。自分のことだけを考える人間になってはいけません。みなさ

んには、思いやりをもった優しい人になってほしいのです。西中学校の教職員は市内のどの学校の先生よりも『思
いやり』を大切にする先生方です。思いやりに欠ける行動を見たら、叱ることもあると思います。そんな時には、
『ごめんなさい』を言える素直さも大切です。それもまた、思いやりの一つだと思います。 
保護者の皆様、皆さまにとってかけがえのないお子さまを、確かにお預かりしました。さらに、たくましく、心

豊かな人となるよう、教職員一同、力を合わせて支援したいと考えています。成長を楽しみにしながら、指導の過
程を温かく見守っていただければと思います。ご心配なときには、遠慮無く学校に連絡をくださいますようお願い
します。終わりになりますが、ご来賓の皆様、本日はご多忙にもかかわらず、新入生の激励のためにご出席を賜り、
心から感謝申し上げます。 それでは、新入生 173名の、皆さん一人一人が中学校生活３年間の目標をしっかりと定
めて、私ども教職員と共に、その目標の達成に向けて努力していくこと、そして、これからの大いなる活躍と成長
を期待し、式辞とします。 

令和 6年 4月 8日 青森市立西中学校 校長 長尾 信 
 

ＷＥＳＴ 
夢の実現に励む西中の新しい仲間たち １７３名の新入生 

★入学式式辞 「望みを抱いて喜び、艱難に耐えなさい」 とは？★ 



5 月 1 日(水) 眼科検診 部活動組織会 
5 月 7 日(火)～9 日(木) まるごと参観日 
5 月 9 日(木) 生徒総会 
5 月 17 日(金) 運動会／応援合戦 
5 月 27 日(月) 諸費引落日 
5 月 31 日(金) 定期テスト① 

6 月 ４日(火) 耳鼻科検診 

6 月 14 日(金) 夏季中体連壮行式 

6 月 15 日(土)～17 日(月) 

東青中体連夏季大会１～３日目（本校体育館バスケ会場） 

6 月 24 日(月) 西中ミーティング(報告会) 

6 月 27 日(木) 諸費引落日 

学校 HP http://www.aomoricity.ed.jp/nishichu/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
修学旅行（テーマは Discover KANTO）の様子はこのステキな笑顔を見るとわかりますね。３年生は４月

１４日～１６日まで東京・横浜方面に行きました。横浜自主研修やディズニーランド、浅草仲見世通散策など
首都圏の良さを満喫したとともに故郷の良さも実感できたことと思います。この経験を通して、学校生活のあ
らゆる場面で最高学年の更なる成長が見られることが期待されます。 
 

 

 

 

                              

 

 

 

 

「Discover KANTO」のテーマのもと、一生の思い出づくり 

★５・６月の主な行事予定★今年も運動会は安田の旧陸上競技場で 


